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問1 光が空気中から水やガラスなどの異なる物質へ斜めに進むとき、その境界面で進む向きが変わる現象を何という？

1.  反射 2.  直進 3.  屈折 4.  回折

問2 凸レンズを通してスクリーン上に映し出される、物体と実際の形を保ったまま光が集まってできる像を何という？

1.  倒立像 2.  虚像 3.  正立像 4.  実像

問3 光が鏡で反射するとき、反射面に立てた垂直な線と反射光とのなす角を何という？

1.  屈折角 2.  反射角 3.  臨界角 4.  入射角

問4 鏡面などの表面で光が反射するとき、入射光と鏡の面に垂直に立てた線とのなす角を何という？

1.  入射角 2.  臨界角 3.  屈折角 4.  反射角

問5 物体にかかる地球からの引力を測定するために用いる器具を何という？

1.  重力 2.  弾性力 3.  摩擦力 4.  抗力

問6 一定の力が加わる時、その力がかかる範囲の広さを何という？この広さが小さいほど、物体に加わる力は強まる。

1.  面積 2.  質量 3.  密度 4.  体積

問7 凸レンズに対して平行に入ってきた光が通過した後に集まる場所を何という？

1.  焦点距離 2.  レンズの中心 3.  光軸 4.  焦点

問8 凸レンズの焦点距離よりも内側に物体を置いたとき、像が実物と同じ向きに映ることを何という？

1.  等大 2.  縮小 3.  倒立 4.  正立

問9 波のグラフにおいて、振動がない状態の基線となる位置を何という？

1.  振幅 2.  中心位置 3.  振動数 4.  周期

問10 鏡などの表面で光が反射するとき、入射角と常に等しい大きさになる角を何という？

1.  反射角 2.  臨界角 3.  入射角 4.  屈折角

問11 音の高さが同じであっても、楽器ごとに異なるため音色の違いを聞き分けられる原因となる波の形を何という？

1.  振動数 2.  波形 3.  周期 4.  振幅

問12 波のグラフを見たとき、中心線から山や谷までの高さを何という？

1.  波長 2.  振動数 3.  振幅 4.  周期

問13 音の速さが伝わる際、その伝達に関与する物質の種類を科学的に何という？

1.  電磁波 2.  音源 3.  真空 4.  媒質

問14 凸レンズの向こう側に映る像のうち、上下左右が逆向きになっているものを何という？

1.  等大 2.  縮小 3.  正立 4.  倒立

問15 レンズにおいて、光が集まる点までの距離を何という？

1.  焦点 2.  実像 3.  光軸 4.  虚像

問16 物体が1秒間に何回振動するかを示す値を何という？

1.  周期 2.  波長 3.  振幅 4.  振動数
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
屈折

屈折は、光が空気から水やガラスなどへ入る際に、その境界面で進行方向が曲がる現象です。これは光が通
る物質によって、進む速さが変わるために起こります。

問2 答え 4
実像

物体を凸レンズの焦点の外側に置いたとき、光が実際に集まってスクリーンに映る像を指します。レンズを
通した像は、元の物体に対して上下左右が逆向きになるという特徴があります。

問3 答え 2
反射角

反射角とは、鏡などの面に立てた垂直な線（法線）から、跳ね返った光（反射光）がどのくらい傾いている
かを示す角度です。物理学において反射の規則を論じる際、入射角とセットで必ず定義されます。

問4 答え 1
入射角

入射角とは、反射面に垂直に立てた基準線（法線）と、入ってきた光（入射光）との間にできる角度を指し
ます。光の反射を扱う際は、単に面の角度ではなく、常にこの法線を基準として角度を測るルールになって
います。

問5 答え 1
重力

地球が物体を鉛直方向に引く力を重力と呼び、その大きさを測るためにばねばかりが使用されます。ばねば
かりは、力が加わることでばねが伸びる仕組みを利用して、物体の重さを視覚的に数値化します。

問6 答え 1
面積

圧力の大きさは、物体に加わる力（ニュートン）を、力がかかっている「面積」で割ることで算出されま
す。このため、同じ大きさの力であっても、力が加わる範囲が狭ければ狭いほど、物体にかかる圧力は集中
して大きくなります。例えば、スノーシューを履くと雪に沈まないのは、体重という力を広い面積に分散さ
せることで、地面への圧力を小さくしているからです。逆に、画びょうの先のように非常に狭い範囲に力を
集中させれば、小さな力でも対象に深く刺さることができます。この関係性は身の回りの多くの道具の仕組
みに使われています。

問7 答え 4
焦点

光軸に平行な光を凸レンズに当てると、光はレンズを通った後に一点で交わります。この集まった場所を焦
点と呼びます。レンズの材質や曲率によって焦点までの距離が決まります。

問8 答え 4
正立

物体を凸レンズの焦点の内側に置くと、光は集まらず、レンズを通しても実物と同じ上下左右の向きで大き
く見えます。これを正立と呼び、スクリーンには映せない虚像として観察されます。

問9 答え 2
中心位置

振幅を計測する際、波の山や谷がどれだけ広がっているかを示す基準が必要です。その基準となる、波の中
心にある平坦なラインを指します。ここから山までの距離と、ここから谷までの距離が等しくなることで、
規則的な波が形成されます。

問10 答え 1
反射角

反射において、鏡面に垂直な線である法線から入射光までの角を入射角と呼びます。これに対して、同じく
法線から反射して出ていく光までの角を反射角と呼びます。光の反射の法則により、これら二つの角の大き
さは常に一致します。

問11 答え 2
波形

波形とは、音の波が描く独自の形状のことです。音の高さ（振動数）や強さが同じでも、楽器固有の響き方
によって波の形が変わります。私たちはこの形状の違いを聞き取り、音色の特徴として認識しています。

問12 答え 3
振幅

「振幅」は、波の中心線から山（または谷）までの最大の高さです。音の場合、この振幅が大きいほど大き
な音として聞こえ、振幅が小さいほど小さな音として聞こえます。振動数が音の高さを決めるのに対し、振
幅は音の大きさを決める要素です。

問13 答え 4
媒質

音というエネルギーを伝えていく際に、その通り道となる物質を「媒質」と呼びます。空気や水、鉄などが
これにあたります。音の速さは、媒質の種類によって大きく異なります。一般的に、粒子同士の結びつきが
強い固体ほど振動が伝わりやすく、次に液体、気体の順で音速は遅くなります。また、気体の場合には温度
が高いほど、気体分子の運動が活発になるため、音速は速くなるという特徴があります。真空中にはこれら
「媒質」が存在しないため、どれほど大きな音源があっても音は一切伝わりません。私たちの日常生活で
は、主に空気を媒質として音を聞いています。

問14 答え 4
倒立

凸レンズを用いて像を作る際、物体の位置と焦点距離との関係により、像の向きや大きさが変化します。物
体を焦点の外側に置いたとき、光は凸レンズを通過して反対側に集まり、上下左右が逆向きになった像がス
クリーンに映し出されます。これを「倒立」と呼びます。逆に、物体を焦点の内側に置いた場合には、正立
した大きな像が見えることもあります。この倒立する像は、レンズを通った光が集まって作られる実像の典
型的な形態です。カメラや人間の眼球においても、レンズを通った光は受光面（センサーや網膜）の上で倒
立して映し出されており、脳内で処理されることで私たちは正しく像を認識しています。

問15 答え 1
焦点

凸レンズに平行な光を入れると、レンズを通り抜けた光は一点に集まります。この集まる点を「焦点」と呼
び、レンズの中心からこの点までの距離が「焦点距離」です。レンズの種類や形状によって焦点距離は決ま
ります。

問16 答え 4
振動数

1秒間に何回波が振動するかを数値化したものが「振動数」です。単位はヘルツ（Hz）で表され、数値が大
きいほど高い音として聞こえ、数値が小さいほど低い音として聞こえます。例えばピアノの音や人間の声
も、この振動数の違いによって音の高低が作り出されています。


